１０　気候と産業
　　　　　　　　　　　大部分が温帯圏内にある日本列島の山陰道海岸にのぞんでいる羽合町は、冬の偏西風、夏の貿
　　　　　　　　　　易風、春のフェーン現象など、西から東へ流れる暖流の対馬海流の影響をうけ、冬も気温０度を
　　　　　　　　　　起点として上下する程度で、酷暑の夏も３０度をこえることはそう多くはない。これは筆者５０
　　　　　　　　　　数年間の日記によっても明らかである。

畑地灌漑事業　　　　　一時寒冷単作地帯に指定されたこともあったが、だいたい水田は二毛作が大部分で、浜畑もEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かんがい),灌漑)
　　　　　　　　　　設備さえ完備すれば省力的良畑として、果樹・煙草・野菜なんでも作れる。このため、いま畑地
　　　　　　　　　　灌漑事業にとりかかり、事業は進EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しょう),捗)中である。
果樹園の開発　　　　　東郷湖東岸の丘陵地、平野南縁の日下山もまたさかんに果樹園に開発されている。

水田の改良　　　　　　東郷湖畔の水田の一部は、湖水の冠水池で無論米作一毛であり、日下山西方の小字内河原・長
　　　　　　　　　　砂を経て、浅津温泉デルタに及ぶ旧河道の低相水田は、秋落地帯で、安政の野取図によっても仕
　　　　　　　　　　切米の安い地帯であったが、いまでは、二毛作は可能である。田後の一部の小湿田は、菅一毛作
　　　　　　　　　　であり、これがまた田後笠の資源植物でもある。
砂丘地の果樹園化　　　要するに、久しいあいだ草刈場にしかすぎなかった丘陵地や、嫁ごろしといわれるほど灌水に
　　　　　　　　　　苦労した熱砂の浜畑なども二十世紀梨か、葡萄や、煙草かの適地としてデビューしてきた。

　　　　　　　　　　　　大正から昭和の時点において、畑作物の大転換時代を招来し、羽合町の経済をうるおすことと
　　　　　　　　　　　なったが、ここでは、ほんの概観を紹介するにとどめる。

　海漁　　　　　　　　　天神川河口から宇野のカリヤガEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(さき),岬)まで、東西およそ５キロメートルの砂浜と岩礁をもつ長瀬・
　　　　　　　　　　　橋津・宇野沿岸は、宝暦ごろの「河村郡村明細表」によれば冲漁・地引網漁・磯漁の適地であり、
　　　　　　　　　　　専業漁師や、農・漁兼業者の稼働地域で伝馬船・サンパ舟・小早舟も相当あり、近年までは網組
　　　　　　　　　　　も長瀬・宇野にはあり数組の網小屋も海に向って立ちならぶ漁村の風物詩を味あわせていたが、
　　　　　　　　　　　近ごろは、近海のトロール漁業に収穫をさらわれたのと、国道９号線で砂浜が少くなった宇野で
　　　　　　　　　　　は、この風光は次第にさびれて行きつつある。一方東郷湖方面もエリ漁法に押されたり、果樹園
　川漁　　　　　　　　経営等の多忙に追われ、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ゆうちょう),悠長)な四ッ手網風景も残り少くなってきた。
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　羽合航路　　　　　　　なお、道路の完備と自動車の汜濫で、小舟や川舟による内陸水運はいまではまったく見られな
　　　　　　　　　　　くなった、ただ松崎～浅津間の定期航路が、列車ごとの客船として利用され、温泉客を送迎して
　　　　　　　　　　　いるばかりである。むかしは、天神川のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ふくろこうじ),袋小路)ともいえる東郷湖は、風波の心配のない船溜りと
　　　　　　　　　　　して、相当の重要性をもっていた。
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　貞観格湊神社　　　　　すなわち、東郷湖尻の橋津港は、元祿年間まで天神川と合流していたところで、久米・河村両
　　　　　　　　　　　郡の港口であり、需用放出物資の輸出入要地として栄え、むかしから、橋津には港を守る神とし
　　　　　　　　　　　て、平安朝時代貞観９年（８６７丁亥）正６位上から従５位下に昇叙せられた、いわゆるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(じょう),貞)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かん),観)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(きゃく),格)
　　　　　　　　　　　神社EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みなと),湊)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(のかみ),神)が鎮座し、現存している。
　子守神社　　　　　　　東郷湖の南、東郷町EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はな),埴)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(み),見)は別称、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はに),土)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(み),海)の通称があり、ここの無格社子守神社は、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こもり),籠)神社とも
　　　　　　　　　　　いい、籠は「クマリ」すなわちEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みくまり),水分)で水源の神でもあるがEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひとかた),人型)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ごふ),護符)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はんぷ),頒布)している。この人型
　　　　　　　　　　　の護符は、むかしの帆前船の「船玉」＝「船の守護神」としてのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みたましろ),御霊代)でもある。また藤津には、
　　　　　　　　　　　竜王大明神の神社があり、倉吉市街地の東部はもと住吉村といい、水の神、住吉の小祠が鎮座し、
　住吉神社　　　　　　その境内に、舟つなぎであったとむかしから伝承された大EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(けやき),欅)が、昨年まで天然記念物の指定を

　　　　　　　　　　　うけて現存していた。
　　　　　　　　　　　　こういう点から察すると、橋津、すなわちむかしの湊村から伯耆国の国府（倉吉市国府）とは、
　　　　　　　　　　　東郷湖・天神川・小鴨川をもって、重要な水路網とし、その港口が湊村であったことがうなずか
　　　　　　　　　　　れる。松崎のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ちぎり),契)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(さん),神)も、もと浅津デルタのさきにあったのでこれも内陸水路に関係した守り神で
　　　　　　　　　　　あったであろう。

　　　　　　　　　　　　　（註）(1)三代実録巻１４、貞観９年夏４月８日、丁亥伯耆国正五位下伯耆神、国坂神、大山
　　　　　　　　　　　　　　　　　神並正五位上。正六位上湊神、賀茂神並従五位下。（清和天皇時代）

（1）








